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さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20
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４月２2日（木）13：00から日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 会議室

安心・安全な検査の知識を持ちましょう ～レントゲンって体に影響はないの？～
　放射線検査の安全性や、医療被曝に
ついて、病院現場で放射線を扱っている
担当者（診療放射線技師）が、丁寧にわ
かりやすく解説します。正しい知識をしっ
かりつけて、医療を上手に活用しましょう。

感染症拡大防止のため、三密対策
を講じて開催します。参加の
ご希望は、必ずお電話ください。

定員15名の完全予約制！事前ご予約を

講 

師

さがみ野中央病院
放射線科
望月 紀広

診療放射線技師

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

新型コロナウイルス感染症の対策と予防について ～治療法とは～

４月２4日（土）13：00～14：00日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

　医師の観点から、新型コロナウイルス
感染症の「予防・検査・治療」についてお
話しします。今回は、治療法を中心に解
説しますので、この感染症に対する正し
い知識を得て、予防に努めましょう。

入場時にマスク着用の上、
消毒や換気にご協力を
いただき、開催致します。

感染症対策にご理解ください

常
に
保
つ
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
急

激
な
体
重
減
少
は
、
か
え
っ
て
脂

肪
肝
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
徐
々
に
行
な
う
必
要
が
あ

り
ま
す
」。

高
齢
者
に
要
注
意
の
理
由
は

　
（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）「
高
齢
の
方

で
は
、
今
は
特
に
運
動
不
足
が
顕

著
に
な
り
、
糖
尿
病
な
ど
の
他
の

病
気
を
合
併
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
に
進
行
す
る
リ
ス
ク
は
高
く
な

り
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
日
常
生

活
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
予
防
が

で
き
ま
す
。

　

当
院
に
は
、
消
化
器
を
専
門
と

す
る
医
師
が
お
り
ま
す
の
で
、
体

調
管
理
や
食
生
活
な
ど
の
不
安
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

　
（
同
）「
こ
れ
ま
で
脂
肪
肝
は
、

体
重
の
減
量
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
改
善
し
や
す
い
病
気
と
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近

は
、
飲
酒
歴
の
な
い
脂
肪
肝
が
あ

り
、さ
ら
に
【
慢
性
肝
炎
】
や
【
肝

硬
変
】
に
進
行
し
た
り
、【
肝
臓

が
ん
】
を
合
併
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
病
態
は
、

『
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｈ
）』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」

急
激
な
減
量
は
危
険

　
（
同
）「
脂
肪
肝
お

よ
び
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
治

療
で
は
、
基
本
的
に

は
食
生
活
の
改
善
と

運
動
療
法
で
減
量
を

促
し
、
検
査
値
を
正

　
（
長
谷
川
医
師
）「『
脂
肪
肝
』

と
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
多
飲
、
ま

た
は
近
年
の
豊
か
な
食
生
活
、
あ

る
い
は
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満
を

背
景
と
し
、
肝
臓
内
に
中
性
脂
肪

が
沈
着
す
る
病
気
で
す
。

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
、
心

疾
患
の
合
併
率
が
高
く
、『
生
活

習
慣
病
』
の
一
つ
と
さ
れ
ま
す
」

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

　
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
消
化
器
系
の
診

療
（
担
当
・
長
谷
川
小
百
合
医
師
ほ
か
）
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。同
院
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
脂
肪
肝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ロ
ー
ル
」
の
増
加
に
つ
な
が
る

の
で
、
脂
肪
肝
の
解
消
に
効
果
を

も
た
ら
す
の
で
す
。

正
し
い
方
法
で
改
善
す
べ
き

　

し
か
し
運
動
習
慣
と
食
生
活
の

改
善
は
、
無
理
な
く
、
そ
し
て
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
は
自
分
の
力
で
は
難
し
い

部
分
も
あ
り
、
そ
の
分
野
の
プ
ロ

で
あ
る
消
化
器
系
の
医
師
や
、
管

理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
安
全
で
す
。

　

脂
肪
肝
に
な
る
と
、
動
脈
硬
化

や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
を
発

症
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

糖
質
・
脂
肪
分
に
注
意

　

脂
肪
肝
の
予
防
に
は
、
ま
ず
は

過
剰
な
糖
質
や
脂
肪
分
の
摂
取
を

控
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
運
動
は
効
果
的
で
す
。

　

継
続
的
な
運
動
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、動
脈
硬
化
を
防
い
だ
り
、

血
糖
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
を
高
め
る
「
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ

ン
」
と
い
う
物
質
の
分
泌
を
改
善

さ
せ
、
善
玉
の
「
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
自
宅
に

い
る
機
会
が
増
え
、
食
事
の
量
が

多
く
な
っ
た
り
、
運
動
不
足
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
状
態

は
、「
脂
肪
肝
」
を
引
き
起
こ
す

リ
ス
ク
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

さがみ野中央病院
回復期リハビリテーション病棟
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

☎046-233-5110

回復期リハビリテーションの１日（例）

※発症後の期間に規定があります。詳しくはお問い合わせを。

入 

浴

作
業
療
法

検 

温
朝 

食
着
替
え

起 

床

昼 

食
整 

容

理
学
療
法

夕 

食
排 

泄
就 

寝

入院初日から退院まで
生活全てがリハビリとなる内容

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
、
国
家
資
格
を

も
つ
療
法
士
が
、
お
一
人
お
ひ
と

り
の
状
態
を
把
握
し
て
、
効
果
的

な
内
容
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
起
床
か
ら
就
寝
ま
で
の
間

に
、
食
事
や
着
替
え
、
整
容
、
排

泄
な
ど
の
生
活
そ
の
も
の
も
、『
リ

ハ
ビ
リ
』
と
と
ら
え
た
実
践
的
な

訓
練
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
退
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
。

　
「
は
い
。
退
院
前
か
ら
患
者
さ

ま
に
お
話
を
伺
い
、
家
屋
調
査
や

ご
自
宅
の
改
修
・
補
助
器
具
導
入

の
提
案
な
ど
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
申
請
の

お
手
伝
い
の
ほ
か
、
各
種
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
、
在
宅
で

も
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
な

体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
の
入
院
に
つ
い
て
は
、
当
院

の
医
師
か
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。〈
取
材
協
力
〉

必
要
な
患
者
さ
ま
が
入
院
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
専
門
職
が
チ
ー
ム
を

組
み
、
心
身
と
も
に
回
復
し
た
状

態
で
自
宅
や
社
会
へ
復
帰
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
患
者
さ
ま
に
集

中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
疾
患
や
入
院

期
間
な
ど
は
国
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
専
門
の
医
師
に
よ
る
診
断
が

必
要
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
病
棟
内
で
実
施

さ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
当
院
で
は
、
最
大
３
時
間
の

　
「
脳
血
管
疾
患
ま
た
は
大
腿
骨

頸
部
骨
折
な
ど
を
発
症
し
、
急
性

期
を
脱
し
て
も
、
ま
だ
医
学
的
・

社
会
的
・
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

　
︱
︱
︱
開
設
す
る
「
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
で
は

ど
の
よ
う
な
患
者
が
、
何
を
す
る

の
で
す
か
？ 　

海
老
名
市
の
ほ
か
、
綾
瀬
市
、
座
間
市
、
大
和
市
、
横
浜
市
瀬
谷
区
な
ど
か
ら

も
ア
ク
セ
ス
が
良
い
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
は
、
今
年
４
月
に
「
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
を
開
設
し
ま
す
。
病
院
担
当
者
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

回復期リハビリテーション病棟について

１８０日

１５０日

９０日

９０日

９０日

６０日

対象疾患と入院期間
■ けがや病気によって脳に損傷を負
   い、知的な機能に障害が出て、日常  
   生活や社会生活に支障を来す状態

■ 脳血管疾患（脳梗塞・脳出血など）

■ 多肢の骨折、大腿骨、骨盤、脊椎、
   股関節または膝関節の骨折

■ 病気やけがで安静にすることで体   
   を動かす時間・強さが減り、体や精 
   神に不都合な変化が起こっている 
   状態

■ 股関節または膝関節の置換術後

■ 脊椎、関節等の神経、筋または
   靭帯の損傷後

す
。
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）
も
国

家
資
格
で
、
日
常
生
活
動
作
（
入

浴
／
食
事
な
ど
）や
作
業
活
動（
手

芸
な
ど
）
を
通
し
て
、
体
と
心
の

リ
ハ
ビ
リ
を
担
当
し
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
に
よ
る
効
果

　

こ
の
ほ
か
に
、
同
じ
く
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
の
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ

Ｔ
）
や
、
管
理
栄
養
士
、
介
護
士
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
薬
剤

師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
、
医
師
を
中
心
に
チ
ー
ム
を

組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
を

出
し
合
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
、

「
回
復
期
」
と
呼
ば
れ
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
が
高
い
期

間
に
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
の
で
す
。

　

退
院
後
の
在
宅
生
活
を
具
体
的

に
想
定
し
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
取

り
入
れ
た
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が

自
宅
を
調
査
し
、
手
す
り
な
ど
の

環
境
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、
心
身
と
も
に
回
復
し
た
状
態

で
自
宅
や
社
会
に
戻
れ
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
専
門
病
棟
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
と
は

　

こ
の
病
棟
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
の
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　

理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）
は
、
主

に
基
本
動
作
（
座
る
／
立
つ
／
歩

く
な
ど
）
の
回
復
や
維
持
に
つ
い

て
、
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
担
当

す
る
国
家
資
格
の
ス
タ
ッ
フ
で

下
し
て
し
ま
っ
た
機
能
や
能
力
を

再
び
回
復
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

病
院
に
あ
る
「
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
は
、
そ
の

よ
う
な
患
者
に
対
し
て
、
集
中
的

心
身
と
も
に
回
復
し
た
状
態
へ

　

脳
血
管
に
関
わ
る
疾
患
や
、
骨

折
な
ど
の
け
が
が
原
因
で
緊
急
入

院
し
、
急
性
期
病
院
で
治
療
を
受

け
て
病
状
が
安
定
し
た
場
合
、
低

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
と
い
う
専
門
病
棟
を
も
つ
医
療
機
関

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
命
の
危
険
が
あ
る
「
急
性
期
」
は
脱
し
た
が
、
復

帰
に
は
十
分
で
は
な
い
状
態
の
人
に
、専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
う
病
棟
で
す
。

脂肪肝

肝炎

肝硬変
肝臓
がん

取
材
協
力
・
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

下げ

こ戸
で
も
脂
肪
肝
に
！
食
生
活
の
見
直
し
を

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、運
動
不
足
も
大
き
な
問
題

     

さ
が
み
野
中
央
病
院

 　

 

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」開
設
！

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
理
解
し
て
い
な
い

　

 

リ
ハ
ビ
リ
効
果
が
高
い「
回
復
期
」と

　
　
　
　
　
　
　

 

そ
の
専
門
病
棟
に
つ
い
て
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○
…
さ
が
み
野
中
央
病
院
の
開

院
時
か
ら
現
在
ま
で
、
30
年
以
上

に
わ
た
っ
て
診
療
を
続
け
て
い
ま

す
。「
開
院
当
初
か
ら
、
当
院
は

患
者
さ
ま
と
の
“
距
離
が
近
い
”

病
院
で
あ
り
、
担
当
医
の
“
顔
が

見
え
る
医
療
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
大
規
模
病
院
な
ど

で
は
、『
次
に
受
診
し
た
時
に
は
、

担
当
医
が
変
わ
っ
て
い
た
』
と
い

う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か

し
当
院
の
常
勤
医
は
、
10
年
以
上

担
当
し
て
い
る
医
師
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
、『
前
回
は
骨
折
だ
っ
た

け
ど
、今
回
は
腰
痛
で
来
ま
し
た
』

と
い
う
よ
う
な
患
者
さ
ま
を
、
カ

ル
テ
上
の
履
歴
だ
け
で
な
く
、
お

顔
を
見
て
、
既
往
を
踏
ま
え
た
診

療
を
実
施
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。
勤
続
年
数
が
長
い

こ
と
で
、
各
医
師
は
、
医
療
技
術
・

知
識
な
ど
の
自
己
研
鑽
に
、
一
層

励
ま
な
く
て
は
な
ら
ず
、
私
は
院

長
と
し
て
、そ
の
先
頭
に
立
っ
て
、

常
に
向
上
心
を
持
ち
続
け
て
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
整
形
外
科
の
道
に
進
ん
だ

理
由
の
一
つ
は
、
有
効
性
の
高
い

治
療
が
行
な
え
る
診
療
科
だ
っ
た

か
ら
と
の
こ
と
。「
学
生
時
代
に

サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
て
、

け
が
の
部
位
が
手
術
で
劇
的
に
良

く
な
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
」。
専
門
は
脊
椎
の
病
気

や
骨
粗
鬆
症
で
す
が
、「
専
門
分

野
だ
け
で
な
く
、
ご
来
院
さ
れ
た

患
者
さ
ま
の
幅
広
い
悩
み
に
対
応

し
よ
う
と
い
う
心
構
え
で
、
常
に

準
備
し
て
い
ま
す
。
敷
居
の
高
さ

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
何
で
も
相

談
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
で
あ
り

た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
「
一
般
的
に
は
、い
つ
も
診

て
も
ら
う『
か
か
り
つ
け
医
』
が
い

る
医
療
機
関
は
、比
較
的
小
規
模

な
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
が
多
く
、精
密

検
査
や
入
院
と
な
る
と
大
き
な
病

院
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か

し
当
院
は
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
よ
う
に

い
つ
も
診
て
も
ら
う
医
師（
か
か
り

つ
け
医
）
が
い
て
、
詳
し
い
検
査

や
入
院
治
療
も
で
き
る
『
か
か
り

つ
け
病
院
4

4

』
と
し
て
の
存
在
意
義

を
確
立
し
、
患
者
さ
ま
の
満
足
度

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」。
趣
味
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ（
自
転
車
）の
よ
う
に
、

爽
快
感
が
印
象
的
な
院
長
で
す
。

山田 久孝 医師
 （やまだ ひさたか）　　　　

さがみ野中央病院 院長
【整形外科】

日本整形外科学会 整形外科専門医
日本整形外科学会 認定脊椎脊髄病医
日本骨粗鬆症学会 認定医

　「
か
か
り
つ
け
病
院
」と
し
て

　
　  

満
足
度
の
高
い
医
療
提
供
を

こ
の「
人
」に
聞
く

☎046-233-5110

＊一般外来における山田院長の診察や各専門外来の
　初診をご希望の方は、当院の医療相談室・内藤まで
　ご連絡ください。

神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

受
付
【午前】８：３０～１１：３０
【午後】１３：３０～１６：３０

さがみ野中央病院
相模
大塚駅

さがみ野駅
南口

マルエツ
東柏ヶ谷

相鉄線

ココ

246

相模大塚

駐車場

午
後

月

午
前

火 水 木 金 土
整形外科 診療表

午
後

午
前

木 金

山田院長

山田院長

完全予約制

骨粗鬆症

渡辺医師

要予約または紹介状

脊椎
山中医師

要予約または
紹介状

手外科
専門外来

骨粗鬆症の専門検査・診察は…
さがみ野中央病院
☎０４６（２３３）５１１０

昔より背が縮んだ（２㎝以上）、
背中が曲がった
最近、高い所に
手が届かなくなった
最近、スカートの丈が
長くなった
ズボンの裾が汚れる

骨粗鬆症

医療相談室へ！

かもしれません！！
実は
これ、

キ
リ
ト
リ

来
」〈
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
、
頚
髄
症
、
脊
椎

圧
迫
骨
折
な
ど
〉
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
に
は
、
山

中
一
良
医
師
の
「
手て

外げ

科か

」〈
上

肢
の
外
傷
、
疾
患
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
な
ど
〉
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

50
代
以
上
は
骨
粗
鬆
症
に
注
意

　

日
本
骨
粗
鬆
症
学
会
認
定
医
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
１
５
０
０
人
以

上
の
骨
粗
鬆
症
患
者
の
治
療
実
績

を
も
つ
山
田
久
孝
院
長
は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
（
山
田
院
長
）「
近
年
、
人
口
の

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
骨
粗
鬆
症
を

抱
え
る
方
の
数
は
、
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
病

気
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進

行
し
て
い
く
と
い
う
怖
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
背
中
や
腰
の
骨
が
潰

れ
て
折
れ
て
い
て
も
、
気
付
い
て

と
そ
の
担
当
の
各
医
師
を
紹
介
し

ま
す
。

　

神
奈
川
県
の
県
央
エ
リ
ア
に
あ

り
、
各
所
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
よ
い

　
木
曜
日
・
金
曜
日
に

　
　
　
専
門
外
来
を
開
設

　

医
療
法
人
社
団
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」（
神
奈
川
県
海
老
名
市
東
柏
ヶ

谷
６
の
20
の
20
）
の
整
形
外
科
で
は
、外
傷
（
骨
折
、脱
臼
、切
り
傷
な
ど
）

や
腰
痛
、肩
こ
り
、関
節
痛
の
治
療
だ
け
で
な
く
、脊
椎
外
科
や
骨
粗
鬆
症
、

手て

外げ

科か

、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
外
来
も
開
設
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

さ
が
み
野
中
央
病
院
の
整
形
外
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　

脊
椎（
せ
ぼ
ね
）・
骨
粗
鬆
症
・
手
外
科
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
門
外
来
も
設
置

い
な
い
方
が
、
３
人
の
う
ち
２
人

と
さ
れ
、
日
本
の
骨
粗
鬆
症
患
者

は
、
お
よ
そ
１
３
０
０
万
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
閉
経
後
の
女
性
で
は
、
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
に
と
も
な

い
、
骨
の
新
陳
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
、
骨
が
弱
く
な
っ
て
い

ま
す
。
少
し
重
た
い
物
を
持
ち
上

げ
た
だ
け
で
も
、
骨
折
し
て
し

ま
っ
た
り
、
軽
い
転
倒
で
も
、
骨

が
折
れ
て
し
ま
う
の
は
、
こ
の
た

め
で
す
。

　

骨
折
し
て
か
ら
気
付
く
の
で

は
、手
遅
れ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
で
、
早
い

う
ち
か
ら
骨
の
状
態
を
知
り
、
骨

粗
鬆
症
に
対
す
る
適
切
な
治
療
に

よ
っ
て
、
進
行
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
『
年
を
と
っ
て
、
２
㎝
以
上
背

が
縮
ん
だ
』
と
い
う
方
は
、
是
非

当
院
で
専
門
検
査
を
受
け
て
み
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
」。

■
医
療
法
人
社
団

　
　
　
さ
が
み
野
中
央
病
院

神
奈
川
県
海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６

の
20
の
20

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

〈
ア
ク
セ
ス
〉

相
鉄
線
「
さ
が
み
野
駅
」
南
口
か

ら
徒
歩
５
分
、
ま
た
は
「
相
模
大

塚
駅
」
南
口
か
ら
徒
歩
８
分

県
道
40
号
沿
い

駐
車
場
あ
り

「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」。
同
院
の

整
形
外
科
に
お
い
て
、
専
門
外
来

　

院
長
で
あ
る
山
田
久
孝
医
師
＝

今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介

＝
は
、毎
週
木
曜
日（
午
前
・
午
後
）

の
「
骨
粗
鬆
症
専
門
外
来
」
を
担

当
。

　

同
じ
木
曜
日
の
午
後
に
は
、
渡

辺
雅
彦
医
師
（
東
海
大
学
整
形
外

科
教
授
）
に
よ
る
「
脊
椎
専
門
外

「湘南ふれあいの園」
シリーズ

東京・神奈川
に１１棟！

シニアレジデンス町田 検索

急ぎの入居も
対応可能
早急にホームを

探さなければならない方に
入居相談員が
迅速対応

医療＋介護
人工透析・認知症など
医療依存度が高くても

入居可能 緊急時も
安心

土日や夜間を含めて
医師が同じ建物内に
いるので安心専属の

ケアマネジャー
入居者さま一人ひとりの
状態に合わせて
ケアプランを作成

現地ご案内図

橋本駅から神奈中バス「神奈中多摩車庫」
行きで、バス停「多摩境通り北」下車

公共交通機関

国道１6号から「多摩境通り」を上り方面、
信号「小山長池トンネル南」近く

車

京王「多摩境駅」「南大沢駅」から、または
ＪＲ「相模原駅」（日・祝除く）から運行し、周辺
エリアで乗車可能〈詳細はホームページ〉

無料シャトルバス

Access

相模原駅

多
摩
境
駅

町田街道

北口

橋本駅

JR横浜線

京
王
線

南大沢駅

ココ
エ
ネ
オ
ス

ト
イ
ザ
ら
ス

コ
ス
ト
コ

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

ス
シ
ロ
ー

カ
イ
ン
ズ

バーミヤン

小山

天然温泉
小山長池トンネル南

東京都町田市
小山ヶ丘1-3-8

老人ホームの選び方や終活の無料セミナー開催中！
具体的な開催日時と会場は、お電話でお問合せください。

フリーダイヤル
施設見学も可能！お問合せは、お気軽にお電話を。

0120-86-6534

２４時間３６５日の
　　　　　介護体制

セカンドライフを
　　満喫できる安心感

介護付 有料老人ホーム
シニアレジデンス町田

居室設備：エアコン・キッチン・ナースコール・照明・収納・浴室（一部）・シャワー
ブース（一部）・洗浄器付トイレ・洗面台など／共有施設：大浴場・個人浴室・機
械浴室・ランドリールーム・ラウンジ・多目的ホール・機能訓練室・屋上庭園・和
風光庭・洋風光庭・ロビー・相談室・一時介護室・健康管理室・ヘルパーステー
ション・自販機コーナー・エレベーター／全80室／入居一時金：1,700万円～
5,980万円／管理費：125,714円～285,476円（税込）／食費：60,210
円（1日３食30日の場合）／入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介護

階下に病院・隣りはリハビリ施設で安心
　　（医療法人社団康心会「ふれあい町田ホスピタル」「（同）リハビリテーションセンター」「ふれあいの町田」）

ふれあいグループ 介護付有料老人ホーム元気な方から手厚い介護が必要な方まで快適な暮らしをお約束

2



オープンキャンパスでは看護体験も聴力検査の授業にて臨場感ある講堂での国試対策

下田看護専門学校湘南医療
大学附属

静岡県下田市柿崎289 135
下田港 寮寮

学校学校

静岡県

伊豆急下田駅から
徒歩30分

（イベント時は送迎バス有）

下田看護

伊豆急行線
伊豆急下田駅

学校説明会などの
イベントの予定は、

ホームページをご覧ください♪

１
１
０
回
看
護
師
国
家
試
験
」（
２

月
14
日
実
施
）
を
受
験
。
例
年
合

格
者
を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
今
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
、
実
習
日
程
の
変
更

が
あ
っ
た
り
と
、
未
曾
有
の
環
境

の
中
で
、
学
生
た
ち
は
落
ち
着
か

な
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
校
で
は
、
教
職
員
が
一

　

春
は
、
国
家
試
験
と
そ
の
合
格

発
表
が
あ
り
ま
す
。
下
田
看
護
専

門
学
校
で
は
、
３
年
生
が
「
第

コ
ロ
ナ
禍
で
も
！
手
厚
い
国
試
対
策

湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学
校

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11

茅ケ崎駅北口から
徒歩18分

（国道１号沿い）
10：00～10：00～
4/3土4/3土

茅ケ崎駅

1

南湖１丁目鳥井戸橋

ココ
学校説明会学校説明会

10：00～10：00～
4/24土4/24土

こ
と
、
聴
く
こ
と
、
解
る
こ
と
、

食
べ
る
こ
と
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
る
国
家
資
格
の
療
法
士
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
の
「
言
語
聴
覚
学
科
」

で
は
、
言
語
聴
覚
士
と
し
て
医
療

現
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成

を
、
最
短
の
２
年
間
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
在
学
期
間
を
通
し
て
、
医

療
人
と
し
て
自
ら
の
専
門
領
域
に

　
「
言
語
聴
覚
士
」
と
い
う
専
門

職
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
生
き
る

こ
と
に
価
値
を
も
た
ら
す
、
話
す

最
短
の
２
年
間
で「
言
語
聴
覚
士
」に

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390

茅ケ崎駅北口から
神奈中バス

「辻東」停歩５分詳しくはＨＰで！

茅ケ崎駅

1
新
湘
南
Ｂ
Ｐ

ココ

辻東

入試過去問
配布します！
入試過去問
配布します！

　13:00～16:00
4/24

CampusCampus
土

OPEN

て
い
る
看
護
学
校
で
す
。
現
役
医

師
に
よ
る
授
業
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

病
院
で
の
本
格
的
な
現
場
実
習
な

ど
、
臨
床
の
即
戦
力
と
し
て
求
め

ら
れ
る
知
識
や
技
術
を
し
っ
か
り

と
身
に
付
け
ら
れ
る
環
境
で
す
。

　

同
校
で
は
、
一
年
次
か
ら
国
家

試
験
対
策
を
始
め
、
チ
ュ
ー
タ
ー

制
度
を
導
入
し
、
一
人
ひ
と
り
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
、
同
校
の
様
子
を
知
る

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
神

奈
川
県
下
最
大
級
の
医
療
グ
ル
ー

プ
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

県
下
最
大
級
の
医
療
Ｇ
グ
ル
ー
プ

の
看
護
学
校

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

こ
と
が
で
き
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

時
は
４
月
24
日
㈯
13
時
か
ら
16

時
。
当
日
は
、
在
校
生
が
主
体
と

な
っ
て
、
看
護
学
生
と
し
て
の
学

校
生
活
の
様
子
や
、
看
護
師
の
職

業
理
解
な
ど
を
、
学
生
な
ら
で
は

の
視
点
で
伝
え
ま
す
。

　

看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
進
路
を
迷
っ
て
い
る
人
な

ど
は
、
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し

て
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
始
め
る

き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

つ
い
て
主
体
的
に
研
鑽
を
積
む
と

と
も
に
、
他
の
職
種
も
理
解
し
な

が
ら
、
問
題
を
探
求
す
る
チ
ー
ム

医
療
を
学
び
、
成
長
し
続
け
る
姿

勢
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
基
礎
科
目
か
ら
専
門

科
目
へ
と
、
系
統
的
に
わ
か
り
や

す
く
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
他
分
野
か
ら

の
進
学
者
で
も
、
無
理
な
く
必
要

な
知
識
や
技
術
を
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
校

説
明
会
に
ご
参
加
を
！

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
８・６
６
１
１

丸
と
な
っ
て
、
国
家
試
験
対
策
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
臨
場
感
を
出
す
た
め

に
講
堂
を
使
用
し
た
り
、
試
験
問

題
を
解
く
た
め
の
時
間
配
分
も

丁
寧
に
指
導
を
行
な
う
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
最
後
ま
で
『
看
護

師
に
な
り
た
い
』
と
い
う
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
看
護

師
に
な
り
た
い
と
思
う
方
は
、
是

非
本
校
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属

　
　
　
　

    

下
田
看
護
専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

〒244-0806神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48
https://sums.ac.jp/

医療薬学科

薬学部
看護学科

リハビリテーション学科

保健医療学部

（2021年４月開設）

湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

東戸塚

東戸塚駅

薬学部
   薬草園

横浜新道

西口

湘南医療
大学

ヒルズ東戸塚
（グループ老健）

ふれあい東戸塚ホスピタル
（グループ病院）

サウスウイング
（グループ老人ホーム）

「臨床に強い」医療従事者を育てる自信と誇り
17病院と51保健医療福祉施設をもつネットワークで
質の高い薬剤師・看護師・保健師・理学療法士・作業療法士を育成します。

共有スペースにはリビングや人工温泉がある

成和クリニック
循環器内科

山田 由夏 医師

　

さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
で
は
、
医
療
・

介
護
に
関
す
る
充
実
し
た
研
修
を

行
な
っ
て
い
る
た
め
、
介
護
士
が

幅
広
い
知
識
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

各
居
室
に
導
入
さ
れ
て
い
る「
見

守
り
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
、
早
朝

で
も
深
夜
で
も
、
３
６
５
日
24
時

間
に
わ
た
っ
て
、
入
居
者
は
ス
タ
ッ

フ
を
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
の
住
み
や
す
さ
と
自
由

を
追
求
し
、
充
実
の
介
護
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
そ
ろ
え
た
「
み
ど
り

の
風 

大
和
」
で
は
、
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
空
室
は
残
り

わ
ず
か
！
相
談
は
お
早
め
に
。

　

大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
、
同
じ

グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
多
く
の
医

療
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る

【
充
実
し
た
医
療
支
援
】
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
透
析
治
療

に
通
う
た
め
に
送
迎
が
あ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
半
径
約
６
㎞
圏
内
に
グ
ル
ー

プ
医
療
機
関
が
複
数
あ
る
の
で
、

医
療
面
に
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

に
嬉
し
い
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
そ

ろ
え
、
自
由
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る

環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

３
６
５
日
24
時
間
、
対
応
可
能

　
「
み
ど
り
の
風 

大
和
」
は
、茅
ヶ

崎
市
に
母
体
が
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

グ
ル
ー
プ
」
に
所
属
す
る
高
齢
者

専
用
住
宅
で
す
。入
居
者
の
安
心
・

安
全
な
生
活
の
た
め
に
、
高
齢
者

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
み
ど
り
の
風 

大

和
」
で
は
、
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
空
室
は
わ
ず

か
な
の
で
、
見
学
・
資
料
請
求
は
早
め
に
お
申
し
込
み
を
。

定
し
て
い
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

検
査
や
治
療
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
が
あ
っ
た
り
、
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
は
副
作
用
・
合
併
症
な
ど

の
可
能
性
も
あ
る
た
め
で
す
。

　

手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
循
環
器
手
術
な
ど

で
実
績
が
あ
る
大
和
成
和
病
院
と

密
接
に
連
携
し
て
い
る
た
め
、
同

院
で
必
要
な
診
療
を
迅
速
に
進
め

ら
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

お
困
り
の
症
状
や
、
お
体
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
ま

ず
は
地
域
密
着
の
診
療
所
で
あ
る

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
、
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

ま
う
と
、
誰
で
も
記
憶
が
あ
い
ま

い
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
実
情

も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、お
困
り
の
症
状
が

あ
っ
た
時
に
は
、
早
く
ご
受
診
い
た

だ
く
か
、
症
状
の
詳
細
に
つ
い
て

メ
モ
を
と
り
、
受
診
時
に
ご
持
参

い
た
だ
く
こ
と
が
有
用
で
す
の
で
、

是
非
、
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
」

治
療
方
針
は
意
向
を
伺
い
な
が
ら

　
「
外
来
で
は
、
診
断
を
つ
け
る

た
め
に
必
要
な
検
査
を
提
示
い
た

し
ま
す
。
治
療
方
針
は
、
患
者
さ

ま
、
時
に
は
ご
家
族
と
一
緒
に
決

　

し
か
し
、
診
療
の
際
に
、
私
が

最
も
重
要
と
考
え
、
常
に
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
、
症
状
か
ら
の
迅

速
か
つ
正
確
な
初
期
診
断
で
す
。

　

診
断
で
は
、
患
者
さ
ま
の
生
活

背
景
、
既
往
歴
、
内
服
を
含
め
た

現
病
歴
に
加
え
て
、
症
状
が
ど
の

よ
う
な
時
に
ど
の
強
さ
・
長
さ
で

出
現
し
た
か
と
い
っ
た
詳
細
な
問

診
が
と
て
も
重
要
で
す
」

メ
モ
を
と
っ
て
持
参
を

　
「
症
状
は
、
患
者
さ
ま
本
人
の

み
が
知
り
得
る
大
切
な
情
報
で

す
。
し
か
し
、
時
間
が
た
っ
て
し

　

大
和
市
西
鶴
間
で
、
地
域
に
寄

り
添
っ
た
診
療
を
行
な
っ
て
い
る

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、「
循
環

器
内
科
」
が
あ
り
ま
す
。
担
当
の

山
田
由
夏
医
師
の
お
話
を
紹
介
し

ま
す
。

　
（
山
田
医
師
）「
循
環
器
分
野
は
、

症
状
・
病
態
が
多
岐
に
わ
た
り
、

診
断
に
お
い
て
も
、
難
渋
す
る
場

面
は
、
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
循
環
器
専
門
の
病
院
「
大
和
成
和
病
院
」
と
連
携
し
て

い
る
地
域
の
診
療
所
で
す
。
循
環
器
で
大
き
な
治
療
（
心
臓
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
な
ど
）
が
必
要
な
場
合
で
も
、専
門
病
院
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
可
能
で
す
。

０１２０-３0-9113フリーダイヤル

【概要】施設住所・電話：神奈川県大和市西鶴間6-30-24☎046-271-6261
／最寄駅：南林間駅または鶴間駅から徒歩１５分／館内共有施設：人工温
泉「光明石温泉」、洗濯乾燥室、浴室、リビングなど／サービス（有料含む）：コ
ンシェルジュ、生活相談、状況把握サービス、各種イベント、食事、買い物代
行、通院付添い、掃除など／取引態様：直接契約／建築面積1559.09㎡（軽
量鉄骨造・地上２階建）／竣工：2014.3.31／定期建物賃貸借（2044.6.1
まで）／１室募集（全26室）／事業主：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370-20☎
0467-84-6657㈱フォーライフ企画／広告有効期限2021.6.30

残り
わずか！

サービス付き高齢者向け住宅

入居者さま募集！

246

南林間駅南林間駅
鶴間駅鶴間駅

大和成和病院

さがみ野中央病院

成和
クリニック
成和
クリニック

綾瀬厚生病院

小
田
急
線

小
田
急
線

ココ
約６㎞

以内に

こんな
に！

90,000円
●手すり付バス
●キッチン
●エアコン
●洗面台 
●カーテン
●温水洗浄トイレ
●クローゼット
●広さ約25㎡

月
賃
料

別途費用

食事代［１日３食］      1,500円／日
電気・水道代             6,000円／月
共益費　　　　      20,000円／月
生活支援サービス費     35,000円／月

＊食事代、電気・水道代、
  生活支援サービス費は税込

グループ
病院から
3６５日の
医療サポート

充実の
設備と

自由な生活

入居一時金0円 

・旧264沿い、西鶴間八丁目信号の角
　　　　　（ファミリーマート前）

・駐車場完備

AM
PM

月 火 水 木 金 土
第1・3・5 第1・3

ー ー

循環器内科
☎046-264-3911

大和市西鶴間5-3488-7｠

成和クリニック

　

   

病
院
と
密
接
に
連
携
！

　

     

夜
間
も
休
日
も
安
心
感
あ
る
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

入
居
者
募
集
中（
残
り
わ
ず
か
）

〜
現
場
の
医
師
が
伝
え
ま
す
〜

循
環
器
の
問
診
の
た
め
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と

取
材
協
力
／
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

みどりの風
大 和

3



大和成和病院
☎046-２７８-３855
神奈川県大和市南林間9-8-2

お問合せ

総務課
直通( (

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

QRコードで当院ホームページへ！

インターネットの動画で講座に無料
で参加できます。受講方法は、当院の
ホームページを
ご覧ください。

　動脈硬化が足の血管に起こると、どのよう
な治療が必要になるのでしょうか。循環器内
科の主任部長を務める土井尻医師が、足
の動脈硬化の危険性と治療について、わか
りやすくお話しします。是非ご視聴ください。
※当日、内容を変更することがあります。ご了承ください。

足は第二の心臓 ～足の動脈硬化の治療について～

オンライン医学講座 参加無料参加無料

4月24日（土）13：00～14：00
会 場

日 時

インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

大和成和病院
循環器内科 主任部長

土井尻 達紀 医師

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

受講方法は、
事前に当院の
ホームページを
ご確認ください。

ＱＲコード

インターネットの動画で
                 無料で講座を
                   視聴できます。

ＱＲコード
から！

　「糖尿病」は、健康診断で血糖などの
数値を指摘されても、そのままにしてしま
う人が多い傾向にあります。治療せずに
放置しておくと、合併症を引き起こし、重
症化します。糖尿病の予防・治療・合併症
について、わかりやすくお話しします。

ホームページを事前にご覧ください

糖尿病について ～糖尿病の予防と治療、合併症のお話～

参加無料参加無料オンライン医学講座
日 時

会 場 インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

綾瀬厚生病院
内科

上杉 成人 医師
4月28日（水）14：00～15：00

▽
透
析
治
療
の
継
続
が
可
能

　

透
析
治
療
を
し
て
い
る
人
が
、

急
な
け
が
や
他
の
病
気
で
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
同
院
は
透

析
を
行
な
っ
て
い
る
設
備
が
整
っ

た
病
院
な
の
で
、
透
析
も
継
続
し

な
が
ら
、
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
よ
り

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
で
は
、
現
在
の
24
床
か
ら

ベ
ッ
ド
数
を
増
や
し
、
こ
れ
ま
で

満
床
で
受
け
入
れ
で
き
な
か
っ
た

患
者
さ
ま
を
は
じ
め
と
す
る
方
々

に
、
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』
に
つ
い
て
は
、
当
院
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。
取
材
協
力

ま
す
。し
か
し
綾
瀬
厚
生
病
院
に
は
、

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
」
が
あ
る
の
で
、
同
一
病
院
内
で

す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

術
と
い
う
急
性
期
治
療
か
ら
、
専

門
リ
ハ
ビ
リ
の
回
復
期
治
療
、
そ

し
て
在
宅
復
帰
ま
で
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
他
院
か
ら
転
院
の
受
け
入
れ

　

同
院
で
は
、脳
卒
中
を
発
症
し
、

大
学
病
院
や
専
門
病
院
で
急
性
期

治
療
を
終
え
、
回
復
期
治
療
へ
移

行
す
る
患
者
の
受
け
入
れ
も
、
積

極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

言
語
機
能
や
摂
食
嚥
下
機
能

の
回
復
に
は
、
言
語
聴
覚
士
、

身
体
機
能
や
指
先
の
訓
練
な
ど

は
、
理
学
療
法
士
と
作
業
療
法

士
が
、
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
転
院
不
要

　

大
き
な
け
が
や
骨
折
を
し
て
、

大
手
術
を
し
た
後
に
、
寝
た
き
り

な
ど
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
リ

ハ
ビ
リ
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
棟
を

備
え
て
い
な
い
病
院
の
場
合
は
、

術
後
に
転
院
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
の

た
め
に
再
入
院
す
る
必
要
が
あ
り

　

２
０
１
７
年
に
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
」
を
開
設
し
た
綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、
地
域
の

更
な
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
増
床
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
同
病
棟
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

回復期リハビリテーション病棟のスタッフ

や
脳
神
経
外
科
医
を
中
心
に
、
看

護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
、

薬
剤
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
一

人
ひ
と
り
の
状
態
に
つ
い
て
、
各

専
門
知
識
を
も
つ
職
種
に
よ
っ
て

多
分
野
か
ら
分
析
し
、
効
果
的
な

リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
の
病
棟

の
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
専
門
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
う

病
棟
が
、「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
」
で
す
。
本
来
の
原

因
疾
患
（
大
き
な
骨
折
や
脳
卒
中

な
ど
）
の
急
性
期
治
療
（
手
術
な

ど
）
を
終
え
た
人
が
、
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
機
能
回
復

を
目
的
と
し
た
訓
練
を
行
な
い
ま

す
。
そ
し
て
、
心
身
と
も
に
回
復

し
た
状
態
で
、
社
会
復
帰
を
目
指

し
ま
す
。

　

こ
の
病
棟
で
は
、
整
形
外
科
医

　

歩
行
に
重
要
な
「
大
腿
骨
」
を

折
っ
た
場
合
や
脳
卒
中
で
倒
れ
て

救
急
搬
送
さ
れ
る
と
、
救
急
病
院

で
は
、
手
術
治
療
を
行
な
い
ま
す

が
、
そ
の
後
の
疾
患
別
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
重
要
に

な
り
ま
す
。

大和成和病院
循環器内科

菅原 重忠 医師

圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
・
高
尿

酸
血
症
・
喫
煙
は
、
動
脈
硬
化
を

悪
化
さ
せ
ま
す
。
一
つ
で
も
生
活

習
慣
病
を
有
す
る
方
や
、
循
環
器

疾
患
の
治
療
歴
が
あ
る
血
縁
者
を

も
た
れ
て
い
る
方
は
、
中
高
年
に

到
達
し
た
時
点
で
、
循
環
器
系
疾

患
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
当
院
で
は
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
や
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ

検
査
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
・
隣
人
同
士
が
声

を
掛
け
合
い
、
病
気
を
察
す
る
社

会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力

も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
核

家
族
化
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
増
加
し
た
現
代
社
会
で

は
、『
突
然
死
＝
イ
コ
ー
ル

孤
独
死
』
と

し
て
悲
し
い
結
末
も
生
み
出
し
ま

す
。家
族
の
体
調
不
良
の
相
談
は
、

当
院
へ
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

に
関
わ
る
『
三
大
胸
痛
疾
患
』
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
日
本
で
は
、
超
高
齢
社

会
に
と
も
な
い
、
基
礎
心
疾
患
を

も
つ
患
者
さ
ま
が
最
終
的
に
陥
る

『
急
性
心
不
全
』
も
、
著
し
く
増

加
の
経
過
を
辿
っ
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
循
環
器
系
の
病
気
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
心
臓
（
循
環
器
）
に
関
わ
る

突
然
死
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず

は
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
血

の
予
期
し
な
い
内
因
死
（
病
死
）』

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
年
間
10
万
人
以
上

と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
６
～
７
割
は

循
環
器
系
疾
患
が
原
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
発
症
か
ら
急
死
す
る
可

能
性
が
高
い
の
は
、
循
環
器
系
の

病
気
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
「
そ
う
な
り
ま
す
。
循
環
器
系

の
中
で
、
代
表
的
な
原
因
と
な
る

病
気
は
、
①
急
性
心
筋
梗
塞
②
急

性
肺
塞
栓
③
急
性
大
動
脈
解
離
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
命

　
︱
︱
︱
「
突
然
死
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
交
通

事
故
死
な
ど
を
指
す
の
で
す
か
？

　
（
菅
原
医
師
・
以
下
同
）「
突
然

死
は
、
健
康
そ
う
に
見
え
る
人
が

突
然
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
り
、
交
通
事
故
や
自
殺
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。突
然
死
の
定
義
は
、

『
症
状
が
で
て
か
ら
24
時
間
以
内

　

循
環
器
の
専
門
病
院
と
し
て
、県
内
外
か
ら
の
受
診
者
が
多
い
大
和
成
和
病
院
。

循
環
器
内
科
の
菅
原
重
忠
医
師
に
、
突
然
死
の
原
因
と
な
る
心
臓
病
の
リ
ス
ク
や

予
防
に
つ
い
て
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

冠動脈

カテーテル

※手首の血管から挿入するケース
冠動脈が途切れている例冠動脈が途切れている例

冠動脈CT

冠動脈が途切れている例冠動脈が途切れている例

心臓カテーテル検査

冠動脈ＣＴ検査

す
る
方
法
で
す
。
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検

査
の
利
点
は
、
外
来
で
行
な
う
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
１
時
間
程
度

で
結
果
が
判
明
し
ま
す
。
ま
た
、

胸
部
や
腹
部
の
大
動
脈
、
腎
臓
や

下
肢
の
主
要
な
動
脈
の
評
価
も
同

時
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
、冠
動
脈
の
石
灰
化
や
、

複
数
の
ス
テ
ン
ト
の
留
置
、
脈

の
速
い
不
整
脈
な
ど
を
有
す
る
場

合
は
、
確
実
な
評
価
が
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

循
環
器
内
科
の
受
診
を

　

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
と
冠
動
脈
Ｃ

Ｔ
は
、造
影
剤
を
使
用
す
る
た
め
、

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人

（
腎
臓
病
を
も
つ
患
者
な
ど
）
に

は
、
点
滴
な
ど
の
配
慮
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
狭
心
症
ま

た
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠
動
脈
に

関
わ
る
検
査
・
治
療
は
、「
循
環

器
内
科
」
を
専
門
と
す
る
医
師
に

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
っ

た
検
査
で
す
。
局
所
麻
酔
を
行
な

い
、
1.5
㎜
程
度
の
カ
テ
ー
テ
ル
を

動
脈
に
直
接
挿
入
し
ま
す
。
そ
し

て
造
影
剤
を
注
入
し
、
血
管
の
状

態
を
把
握
す
る
方
法
で
す
。
多
く

が
入
院
検
査
と
な
り
ま
す
。
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
の
最
大
の
利
点

は
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
っ
て
治
療

も
実
施
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
を

使
っ
た
検
査
で
す
。
通
常
の
点
滴

ル
ー
ト
で
あ
る
腕
の
静
脈
か
ら
50

～
100
㎖
程
度
の
造
影
剤
を
注
入
し

て
、
冠
動
脈
や
心
臓
全
体
を
評
価

ゲ
ン
撮
影
で
は
で
き
ず
、
こ
れ
を

調
べ
る
た
め
に
は
、
専
門
の
検
査

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
主
に
２
つ

の
方
法
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
臓
の
血
管
の
様
子
を
診
る

　
「
狭
心
症
」お
よ
び「
心
筋
梗
塞
」

は
、
冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
、
狭
窄
し
た
り
閉
塞
し
た
り
す

る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
冠
動
脈

の
直
接
的
な
観
察
は
、
健
康
診
断

で
行
な
う
心
電
図
検
査
や
レ
ン
ト

　

心
臓
の
病
気
「
狭
心
症
」
や
「
心
筋
梗
塞
」
は
、
健
康
診
断
で
の
検
査
だ
け
で

は
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。冠
動
脈
を
専
門
的
に
観
察
で
き
る「
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
」
や
「
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
」
に
よ
っ
て
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111

回復期リハビリテーション

綾瀬市深谷中1-4-16

医 師

言語
聴覚士

管理
栄養士
管理
栄養士

作業
療法士
作業
療法士

理学
療法士

看護師看護師

薬剤師

医療
ソーシャルワーカー

回復期
リハビリテーション病棟綾

瀬
厚
生
病
院
　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

同
一病
院
で
手
術
か
ら
専
門
リ
ハ
ビ
リ
、透
析
も
！

    

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の

                             

役
割
と
チ
ー
ム
医
療

最
大
リ
ス
ク
は
心
臓
病
！「
突
然
死
」に
つ
い
て

大
和
成
和
病
院 

循
環
器
内
科
　
菅
原
重
忠 
医
師

　
　

冠
動
脈
を
調
べ
る
に
は

　
　
　
　
　
「
カ
テ
ー
テ
ル
」か「
Ｃ
Ｔ
」を
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